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第
１
章

42％（10電力平均）となっており、最新鋭の1,500℃
級コンバインドサイクル発電では約53％（HHV32）
の熱効率を達成しました。
石油による発電は第一次オイルショック以降、
1980年代前半は、石油代替エネルギーの開発・導入
等により減少基調で推移しました。1984年以降、一
時的に増加傾向に転じましたが、原子力の新規運転開
始・高稼働等により、ベースミドル電源からピーク
対応電源へと移行しており、その発電電力量は著しく
減少しました。2012年度の石油等の火力発電電力量
は、1,718億kWh、1973年との比較では、約6割の
水準となりました。2011年度以降、原子力発電所の
稼働率の低下等を補うため、短期的に石油火力の発電
量が上昇しています。
水力は、戦前から開発が始まり、大規模な水力発
電所はほぼ開発されており、発電電力量は、横ばい
の状態が続き、2012年度の水力の発電電力量は787
億kWh、1973年度に比べ、1.2倍の水準となりまし
た（第214-1-6）。

（3） 価格の動向
電気料金は、オイルショック後には当時石油火力
が主流だったこともあり急上昇しましたが、その後
は低下傾向となりました。1994年度から2007年度の
間において、単純比較では約2割低下しました。
2008年度では、上半期までの歴史的な原油価格の高

騰や、原子力稼働率の低下による、火力発電比率の
増加なども相まって、電気料金が比較的大きい幅で
上昇しました。2009年度では原油などの燃料の価格
が落ち着きを取り戻し、電気料金が2007年度水準に
回復しましたが、2011年度以降は火力発電所の稼働
増、燃料価格高騰により、再び電気料金が上昇しま
した（第214-1-7）。
事業者の効率化努力の及ばない燃料価格や為替レー
トの影響を外部化することにより、事業者の経営効率
化の成果を明確にし、経済情勢の変化を出来る限り迅
速に料金に反映させると同時に、事業者の経営環境の
安定を図ることを目的とし、1996年1月に燃料費調
整制度が導入されました。この制度は、原油・
LNG・石炭の円建て輸入価格に基づき平均燃料価格
を算出し、基準平均燃料価格からの変動分を基に、料
金改定時で電気料金を自動的に調整する仕組みとなっ
ています。2009年5月に、燃料価格の変動をより迅
速に電気料金に反映させるために、制度が見直され、
料金反映までの期間を1か月短縮し最短である2か月
とした上で、3か月分の平均燃料価格を毎月反映する
仕組みになりました。

2．ガス
（1） 全体
我が国のガス供給の主な形態には、ガス事業法で規
制されている〔1〕一般ガス事業（いわゆる「都市ガ

32　HHVとは高位発熱量（Higher Heating Value）の略

【第214-1-6】発電電力量の推移（一般電気事業用）

（注） 1971年度までは9電力会社計。
出典： 資源エネルギー庁「電源開発の概要」、「電力供給計画の概要」を基に作成
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章

る等、我が国は、世界そしてアジアの拠点として、
研究協力や研究者の交流を実施しました。

において8つの核融合協力実施取決めを結ぶと共に
IAEAの核融合協力に関する活動にも積極的に参画す

C O L U M N

「環境エネルギー技術革新計画」
我が国としては、優れた環境エネルギー技術を短中期、中長期と切れ目なく開発を進め、世界に普
及することにより、世界全体での温室効果ガスの大幅な削減やエネルギー需給の逼迫等の課題の解決
に貢献していくことが重要です。このような課題の解決の実現には、既存技術の向上・普及だけでは
限界があることから、中長期的により革新的な技術の開発を推進する必要があります。
切れ目なく優れた技術の開発・普及を推進すべく、最新の知見を踏まえて技術レベルの在り方を提示
する技術ロードマップを示す観点から、2013年9月に総合科学技術会議において、「環境エネルギー
技術革新計画」が改訂されました。具体的には、革新的技術の着実な開発と普及の具体化を図るため、
①短中期・中長期に開発を進めるべき革新的技術の特定、②技術開発を推進するための施策の強化、③
革新的技術の国際展開・普及に必要な方策についてまとめました。
①については、「革新的技術」として37の技術を特定しました。具体的には、短中期（2030年頃
まで）に開発する技術として、生産・供給分野（高効率石炭火力、高効率天然ガス火力等）、消費・需
要分野（次世代自動者、革新的構造材料等）及び流通・需給統合分野（燃料電池、高性能電力貯蔵等）
における技術と、中長期（2030年頃以降）の実用化を目指す技術として、二酸化炭素回収・貯留
（CCS）や人工光合成等の技術を特定するとともに、これらの技術について、「いつまでに」、「どのレ
ベルまで」、技術を向上させるのかを時間軸に沿った指針として示す形で2050年までのロードマッ
プを策定しました。
また、②については、研究開発投資の促進や革新的な技術のシーズ発掘について、③については、
二国間オフセット・クレジット制度（JCM）の推進、国際標準化の活用促進、公的資金の戦略的活用
等の方策についてまとめました。

【第371-1-1】我が国の環境エネルギー技術の世界への貢献

出典： 総合科学技術会議作成資料
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Figure 1. (a) Molecular structure of the [1RuII=1CoIII] dyad studied in this work. The Ru and 

Co centers are held 13 Å apart by the rigid tpphz bridge. (b) Absorption and emission spectra 

of [1RuII=] and [1RuII=1CoIII] in acetonitrile. The pump wavelength used for all the optical and 

X-ray experiments is indicated by the blue arrow. 
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Figure 3. Optical pump-X-ray probe experimental setup implemented at the SACLA XFEL 

facility. 
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